
6 集合

演 習 問 題

1 次の 2つの集合 A，Bについて，A∩B，A∪Bを求めなさい。 Q1

⑴　A={1，2，3，4，5，6}，　　B={3，6，9}

⑵　A={x｜xは 6以下の自然数 }，　　B={x｜xは 10の正の約数 }

⑶　A={1，2，3，4，5}，　　B={6，7，8}

⑴　A∪B

⑶　A∩B

⑵　A∩B

⑷　A∪B

⑴　A

⑶　A∩B

⑸　A∪B

⑵　B

⑷　A∩B

⑹　A∪B

2 U={x｜xは 10以下の自然数 }を全体集合とし，A={x｜xは 6の正の約数 }，
B={1，2，4，6，8}とする。このとき，次の集合を求めなさい。 Q2

3 U={1，2，3，4，5，6，7，8}を全体集合とし，A={1，4，7}，B={2，4，6，8}とする。
このとき，次の集合を求めなさい。

答

答

答

答

答

答

答

答

答

答

答

答

答

答

答

答

5集合

Q1 〈共通部分と和集合〉について，まとめよう。

Q2 〈補集合の性質〉について，まとめよう。

まとめ

学習日　　　　月　　　日

学習の目標

確 認 問 題

まとめ

確 認 問 題

1  ２つの集合の共通部分と和集合について理解を深め，図示できるようにしよう。
2  補集合とド・モルガンの法則を理解し，記号を使って集合や集合の関係を表してみよう。

●　A={1，3，5，7}，B={4，5，6，7，8}について，次の集合を求めなさい。
⑴　A∩B ⑵　A∪B

⑴　A∩B=  ⑵　A∪B=

■　Uを全体集合とし，Aを Uの部分集合とする。

Uの要素で Aに属さない要素全体の集合を，Uに関する Aの といい， で表す。

A∩A= 　　　A∪A= 　　　A=

また，次の の法則が成り立つ。

A∪B= 　　　A∩B=

●　U={x｜xは 20以下の正の偶数 }を全体集合，A={6，10，14，18}，
B={10，12，14，16，18，20}とする。このとき，次の集合を求めなさい。
⑴　A∪B ⑵　A∩B ⑶　A∩B  ⑷　A∪B

■　A，Bの両方に属する要素全体の集合を Aと Bの といい， で表す。

A，Bの少なくとも一方に属する要素全体の集合を Aと Bの といい， で表す。

⑴　A∪B= より，A∪B=

⑵　 A= ，B= より，

 A∩B=

⑶　A∩B= より，

 A∩B=

⑷　A∪B=

U

BA
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場合の数と確率

集合
A={1，4，6，7，9}，B={2，4，6，8}について，次の集合を求めなさい。
⑴　A∩B ⑵　A∪B

A，Bの両方に属する要素全体の集合を Aと Bの
共通部分といい，A∩B で表す。

A，Bの少なくとも一方に属する要素全体の集合を
Aと Bの和集合といい，A∪B で表す。

共通部分と和集合

考え方

⑴　両方に属する要素を並べる。
⑵　少なくとも一方に入って
いる要素を並べる。

考え方

A，BはQ1 と同じ。
全体集合 Uを確認する。
⑴　A∪Bは A∪Bの補集合。
⑵ 　A∩BはAとBの共通部分。
ド・モルガンの法則

A∩B=A∪B
を使って求めてもよい。

Uを全体集合とし，Aを Uの部分集合とする。
Uの要素で Aに属さない要素全体の集合を，
Uに関する Aの補集合といい，A で表す。
A∩A=φ
A∪A=U　　　A=A

(注意)　AはA の補集合を表す。

　　　    ド・モルガンの法則
　　　　　A∪B=A∩B　　　　  A∩B=A∪B

補集合の性質

答案

⑴ 　Aと Bのどちらにも入っている要素は 4，6だから，
A∩B={4，6}　……答
⑵ 　Aと Bの少なくとも一方に入っている要素
は 1，2，4，6，7，8，9だから，
A∪B={1，2，4，6，7，8，9}　……答

答案
⑴　A∪B={1，2，4，6，7，8，9}より，

A∪B={3，5，10}　……答

⑵　 A={2，3，5，8，10}，
B={1，3，5，7，9，10}より，

A∩B={3，5，10}　……答　※A∩B=A∪B

【別解】　ド・モルガンの法則から，
A∩B=A∪B={3，5，10}　……答

共通部分
A∩B

和集合
A∪B

U={x｜xは 10以下の自然数 }を全体集合とし，A={1，4，6，7，9}，B={2，4，6，8}とす
るとき，次の集合を求めなさい。
⑴　A∪B  ⑵　A∩B 
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「1から 10までの自然数の集まり」のように，範囲がはっきりしたものの集まりを集合といい，集合に入っ
ている 1つ 1つのものをその集合の要素という。
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■本書の構成　●１つの単元は，２つのＱと，演習問題，理解度チェックで構成されています。

●「定期試験対策」と「チャレンジテスト」の２段階のテスト
いくつかの単元を学習したあとに２段階のテストを挿入しています。「定期試験対策」では
通常単元で学習したことが総合的に理解できているかを確かめます。「チャレンジテスト」
ではやや難しい問題にチャレンジすることで定期試験に出てくる難解な問題にも対応できる
力を身につけることができます。２つのテストを利用して定期試験に万全に備えましょう。

●別冊の単元確認テスト
別冊の単元確認テストで，各単元の基
礎が身についたかどうかを確認するこ
とができます。（50 点満点）

50 場合の数

15

小 計

15

小 計

1

　男子 3人，女子 4人が 1列に並ぶとき，次の問
いに答えなさい。  【⑴ 7点，⑵ 8点】
⑴ 　男子 3人が隣り合う場合は何通りあるか求め
なさい。
⑵ 　両端が女子になる場合は何通りあるか求めな
さい。

　0，1，2，3の 4つの数字を使って，重複を許し
て次のような自然数を作る方法は何通りあるか求
めなさい。 【⑴ 7点，⑵ 8点】
⑴　4桁の自然数
⑵　4桁の偶数

3 4

答

答

答

答

51場合の数

15

小 計

15

小 計

　6人の生徒を 2つに分けるとき，次の分け方は
それぞれ何通りあるか求めなさい。  【各 5点×3】
⑴ 　A班に 3人，B班に 3人に分ける。
⑵ 　3人と 3人に分ける。
⑶ 　教室を掃除する生徒と廊下を掃除する生徒に
分ける。ただし，どちらも最低 1人は担当する
ことにする。

　次の図のような街路上を A地点から B地点ま
で最短経路で行くとき，あとの問いに答えなさい。

【各 5点×3】

⑴ 　A地点から B地点まで行く方法は何通りあ
るか求めなさい。
⑵ 　必ず P地点を通る方法は何通りあるか求め
なさい。
⑶ 　P地点が通行止めであるとき，行き方は何通
りあるか求めなさい。

5 6
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A

答

答

答
答

答

答

48 場合の数

■定期試験対策

場合の数
学 習 日 　 　   月 　 　 　 日

20

小 計

1

⑴　100以下の自然数のうち，3の倍数または 5の倍数である数の個数
を求めなさい。

⑵ 　赤，白，青の玉を 1個ずつ並べるとき，並べ方は何通りあるか，樹
形図をかいて求めなさい。

⑶ 　5人の男子グループと 3人の女子グループから，それぞれ 1人ずつ
選ぶとき，その組は何通りあるか求めなさい。

⑷ 　40人のクラスで，委員長と副委員長を 1人ずつ選ぶ方法は何通り
あるか求めなさい。

⑸ 　40人のクラスで，日直を 2人選ぶ方法は何通りあるか求めなさい。

次の問いに答えなさい。 【各 4点×5】1

49場合の数

到達目標

集合の考え方を使って，要素の個数を求める問題が解決できる。
いろいろなものの並べ方を理解して，その総数を求める問題が解決できる。

1

2
100

得 点

20

小 計

⑴ 　円卓で，男 4人，女 4人が席に着く。男女が交互に座る方法は何通
りあるか求めなさい。

⑵ 　○または×で答える問題が 4題あるとき，○，×のつけ方は何通り
あるか求めなさい。

⑶ 　10枚の硬貨を同時に投げて，4枚だけが表になるのは何通りあるか
求めなさい。

⑷ 　さいころを 3回投げるとき，3つの目の数の積が偶数になるのは何
通りあるか求めなさい。

⑸ 　12人を 4人ずつ 3つの組に分けるとき，分け方は何通りあるか求
めなさい。

次の問いに答えなさい。 【各 4点×5】2

  必ず解く必修問題  応用的，発展的な問題

  参考ページ  ノートに書く

学習日 クラス 氏　名月　　　日

単元確認テスト

場合の数と確率

集合 50

得 点

次の空欄をうめなさい。 【各 5点×2】

⑴ 　A，Bの両方に属する要素全体の集合を Aと Bの といい， で表す。

A，Bの少なくとも一方に属する要素全体の集合を Aと Bの といい，

で表す。
⑵ 　Uを全体集合とし，Aを Uの部分集合とする。Uの要素で Aに属さない要素全体の集合を，

Uに関する Aの といい， で表す。

A∩A= 　　　A∪A= 　　　A=

次の 2つの集合 A，Bについて，A∩B，A∪Bを求めなさい。 【各 8点×2】

⑴　A={1，3，5，7，9}，B={7，8，9，10}

⑵　A={10，20，30，40，50}，B={10，15，20，25，30，35，40}

U={x｜xは 10以下の自然数 }を全体集合とし，A={1，5，6，10}，B={4，6，8，10}とする。
このとき，次の集合を求めなさい。 【各 6点×4】

⑴　A∪B ⑵　A∩B

⑶　A∩B ⑷　A∪B

答

答

答

答

答

答

答

答

7集合

先生メモ先生メモ

項　　目 1回目(　／　) 2回目(　／　) 3回目(　／　) ここに戻る

共通部分の意味を理解した yes  /  no yes  /  no yes  /  no Q1

和集合の意味を理解した yes  /  no yes  /  no yes  /  no Q1

補集合の意味を理解した yes  /  no yes  /  no yes  /  no Q2

ド・モルガンの法則を理解した yes  /  no yes  /  no yes  /  no Q2

★自分でチェックしてみよう★ ●集合

 次の空欄をうめなさい。

⑴　A，Bの両方に属する要素全体の集合を Aと Bの といい， で表す。

A，Bの少なくとも一方に属する要素全体の集合をAと Bの といい， で表す。

⑵ 　Uを全体集合とし，Aを Uの部分集合とする。Uの要素で Aに属さない要素全体の集合を，

Uに関する Aの といい， で表す。

A∩A= 　　　A∪A= 　　　A=

1 次の 2つの集合 A，Bについて，A∩B，A∪Bを求めなさい。

⑴　A={0，1，3，6}，　　B={0，1，2，3，4，5}

⑵　A={2，3，4，5，6}，　　B={2，4，6，8，10}

2  U={x｜xは 9以下の自然数 }を全体集合とし，A={1，3，5，7}，B={2，3，5，6，8，9}と
する。このとき，次の集合を求めなさい。

⑴　A∪B ⑵　A∩B

⑶　A∩B ⑷　A∪B

答

答

答

答

答

答

答

答

◆　Ｑ
この単元で学習する例題で
す。レベルを「基本」「重要」
「応用」の３つに分けていま
す。すべての単元で例題を
２問ずつ取り上げています。

◆　要点
例題を解くために必要な基
礎知識です。

◆　考え方
例題を解くための具体的な
解き方を示しています。

◆　答案
例題を解くときの答案例を
丁寧に示しています。

◆　学習の目標
この単元で学習する２つの
例題の到達目標を示してい
ます。

◆　まとめ
左ページの板書の要点を参
考にしながらポイントを確
認します。

◆　確認問題
例題の数値変え問題です。
解答穴埋め式で無理なく進
められます。

◆　理解度チェック
大問 では，この単元の要
点を再度確認します。大問
　　　　はそれぞれ１ページ
目の例題 (Ｑ１，Ｑ２)に対
応した演習問題です。

◆　自分でチェックしてみよう
単元内容の自己評価欄です。
例題ごと，学習項目ごとの
ポイントが理解できている
かを自分でチェックするこ
とができます。先生のメモ
欄もあり，指示や評価など
を記入することができます。

◆　演習問題　　　　　
大問　　　　はそれぞれ１
ページ目の例題(Ｑ１，Ｑ２)
に対応した演習問題です。
分からなかったときは例題
に戻って確認ができます。

◆　演習問題　　　
例題と同レベルの問題です
が，問い方を変えています。
しっかりと理解ができてい
るかを確認することができ
ます。

場合の数と確率
学習日（1 回目） 講師署名欄 評価 学習日（2 回目） 講師署名欄 評価 学習日（3 回目） 講師署名欄 評価 試験範囲

1 集合 / / /
2 集合の要素の個数 / / /
3 集合の応用 / / /
4 樹形図 / / /
5 積の法則 / / /
6 順列 / / /
7 円順列，重複順列 / / /
8 組合せ / / /
9 いろいろな組合せ / / /
10 組合せの応用① / / /
11 組合せの応用② / / /

テスト 1　場合の数 / /100 / /100 / /100

12 確率の意味 / / /
13 事象の確率 / / /
14 確率の基本性質 / / /
15 確率の加法定理 / / /
16 余事象，和事象の確率 / / /

テスト 2　確率 / /100 / /100 / /100

17 独立な試行の確率① / / /
18 独立な試行の確率② / / /
19 反復試行の確率① / / /
20 反復試行の確率② / / /
21 条件付き確率 / / /
22 確率の乗法定理 / / /
23 期待値 / / /
24 期待値の応用 / / /

テスト 3　確率の応用 / /100 / /100 / /100

テスト 4　場合の数と確率 / /100 / /100 / /100

チャレンジテスト　場合の数と確率 / /100 / /100 / /100

図形の性質 
学習日（1 回目） 講師署名欄 評価 学習日（2 回目） 講師署名欄 評価 学習日（3 回目） 講師署名欄 評価 試験範囲

1 平行線と比 / / /
2 三角形の内角・外角の二等分線と比 / / /
3 三角形の辺と角の大小関係 / / /
4 三角形の重心 / / /
5 三角形の外心・内心 / / /
6 チェバの定理，メネラウスの定理 / / /

テスト 1　三角形の性質 / /100 / /100 / /100

7 円の弧と弦 / / /
8 円周角の定理とその逆 / / /
9 円に内接する四角形 / / /
10 円と直線 / / /
11 円と接線 / / /
12 方べきの定理 / / /
13 2 つの円の位置関係 / / /

テスト 2　円の性質 / /100 / /100 / /100

14 作図⑴ / / /
15 作図⑵ / / /
16 直線と平面 / / /
17 空間図形と多面体 / / /

テスト 3　図形の性質 / /100 / /100 / /100

チャレンジテスト　図形の性質 / /100 / /100 / /100

数学と人間の活動
学習日（1 回目） 講師署名欄 評価 学習日（2 回目） 講師署名欄 評価 学習日（3 回目） 講師署名欄 評価 試験範囲

1 約数と倍数 / / /
2 倍数の判定法 / / /
3 素因数分解 / / /
4 約数の個数 / / /
5 最大公約数，最小公倍数 / / /
6 互いに素 / / /

テスト 1　約数と倍数 / /100 / /100 / /100

7 整数の割り算における商と余り / / /
8 余りによる整数の分類 / / /
9 ユークリッドの互除法 / / /
10 ax＋ by＝ cの整数解 / / /
11 分数と有限小数，循環小数 / / /
12 n進法 / / /

テスト 2　ユークリッドの互除法 / /100 / /100 / /100

テスト 3　数学と人間の活動 / /100 / /100 / /100

チャレンジテスト　数学と人間の活動 / /100 / /100 / /100

13 空間の位置の表し方，測量 / / /
14 数学とゲーム / / /

■進度確認表　●授業の進み具合を確認するための一覧表です。授業が終わったら記入しましょう。


